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シ小論の目的は英語圏諸国の父子福祉研究を概観する、こ・

とである澄この目的はつぎの 2つの論稿を翻訳紹介する

之どでほぼ達せられると考える。 1にi〕’ づン黛・ン ヤ牒
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・碗肋％LVIll10．（December 197貧）〆64鉦う51、で溶る6

本柵揃半部にアメツ ガの父子家庭の構造を概撫願後

半部にアヌリ勇の父子福祉研究を概観する老いう／構成を

ど放いるも 藷者はアニ別rカの男性轍運動団鶴M鉾
ゆf・甑e、USA，⊃h1c，1』の顧問なむびに旨．ネテ塗力転識州還

包・肖ベブシ市におけるFISi脚e？Eat塾ers，R贈arch・P埼
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3購3！であるら1 ン1肋0吻』勲淵α麗・勘解言砂・・ら4喚・吋続．の第露

章！と：じて〆本稿には英諸圏4ク：国（（オーちろドヲリス1 i｛

脚邸物郷ア”力鵬おセナる骸的な好雛
研究の要約に，｛著者による注釈を付1しである。，著者を零猟
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llO小論のテラァぱ莱語圏諸国の黎テ福祉研究を概観玄う
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に厚みを加える。a～bはアメリカに限定さ塾匁嬢曳る

がガ昏灸瞬おサる明輿な構造分析にマ以下の各節を読萎す

卿う煩鯵魚鷲幾・レ｛や．瞬』と、麟無摩魏

ながら，雨者の相異塗る分析視角に1よって内容弔）婁鰹亜ま
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子福祉研究概翻ジ⊃鑑ヨ】購ソ燕、嚇為．鱈 9を・際

語圏玄ヶ国の衆子福祉研究携観虫 ζ顎レ，、、原1文の体裁宏

薄訳出郷6縷庶護の笹号噸文を融㌧・鍾蘇鮒
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鱗稿鷲，潔稼購睡身曜蹴硬献年鰍
女か参なる世帯であう，1、池定蒙疹重6～1こ、ヨ質いご》男偉堂

は，寡夫，離婚・。別居の禁慰米嬬の襲パ養規クな二2な堺

をいうのであって，服役や入院なギ¢為め腫毒疹不斉の’

夫は澱これにあて曝ま乙らなセ・61ご独身の興題¢）家レ鈍むズ18

歳以初子ど畝鱒四六時暢たを娠時問y’・翻誘
の子らの養貰責任嫡シ主とゆ拓父親堀巨マ頂y）るδい∵．毒

．わが国の独身の糊磁は正確に曝じら郷いなヒ｝

けれど！も碁埠70年代に著し転・増麺をみたこ、ζ蛙孝目Φプ

致亥ると晃ろで澄り弘豊¢）便向1ま今後も続べめ⑫ζみ争1

れ短㍍、197謝砺鯉、姻獺韻翼膿≧：娩』
に二よれぱ♂＝F・単親家族り増加率は貧過糞蓮穿間ヒζそ親容族1
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蹴謄触、器鑛灘癒謙，趨醸論、亀
、以下のまま変化してこなかったが，離婚・別唐の父は1

纈劣麗欝器惣増力1・桝終
　1976年まで離騨は50％に達緊藏1零り，』晦間lr

におよそ轟鰻Olρ991件硯禦倉で結幾だ解消された。この

1，00Ql．000件のiう1』夙60％ば未成隼の子どもたちをまきこ

み・その監灘※騨瞭ρ90拠騨壱詩えられたと

獅1熱資・『レ煙？3、恥畷、≦す・・000）では父親

が監護権を得なことになる。

　さらに加えて，独身の男性への養子縁組や非伝統的な

監護鞭c“st・dyarra血gO畑血悟糖えでいる．死別

や家蛮審判にまる父子家庭をヒ討非公式な措置によ1るもの

を推定加簾『してとれ1を総じ（みると芦およそ 1≦5σ0‘000

の独身め焚競がおよそ3，500』000の子どもたちを養育し

ているごとになり，11あわせて5，000， 0σ0 火が父子共同体．

を撫成』しぞひると考えちれるぴ∫． 　l』允翼熔、1八1二な．．

e父子家庭め構造』一 　　’冒凄…5。さ、慧、蕊』
、

1

　父子家庭には詳基本的にづぎめ31通りの現われ方ぶあ

る轟1主『ぎ配偶者め死，二2．イ養子縁緯ヂ13撚監護者となる

・（家番審物にまるが∫llまたほその他ゐ労法セ）5，』3、添

　母親が死亡した場合　　　　癖ゴン諒ぐ＝1をiごト、・、
・、

八20世紀以前ガこは独身の父親が出現する主な原函は出産

時4）母親の死亡宅あうたぷじがし最近で鶴11i医療技術の

進歩φ出産前の慮体管理め向王泥まぢそ潜母親の死亡率

ははなはだ』しそ減少むだ〔 2」まQ死別者ならびに離婚者

φ三」黛に応えるたあにヂ六」不デ篇1の『いしな＝い親の会

Parents　WithQut　Pamersが組織されたのは1957年3

吻触誌聯？無羅鯵斐礁飛魍…qpに
壌嫉，劔秘灘磁憩、、、またそ鰭伽

欝言臨轟騰灘懲虜羨美禁
ほ㊧φ121訴3’臼前だ髭俗O難だけそたちまち独身の父親

繊葛ゐ1翁扉監灘なレ：噸ま養親と砺た父親の場

髄た硬轍胡あ鞠期間がある．・∵
重＝襲手縁組にまる場合一 緊ご、・i．’・、1㌧ 』』 ㌦』

・、ゴ y
綴ア葵朝劣塗激魚5り隼以来単親養子縁組sihg夏←pa控動

5do焼i6遅倣繊1ら憾そ昏る♂・一じかし独身め父親に対す

る養子翻薩3塔れ淋ぢお隼たらて初めて報告されたε．

穿1渥洲離甲1躍擁勘ζ1965年7月に18嬬の呂
’り事レを蕗歳ゐ盲ナソ教酢乍丘毒』1セケザに縁組しため

セあお夢とあ妄三雲a当時爽凄的に宣伝されたものだ示

臼一・魂01篇沁駒婦め年後匠ほ主に都市蔀を中心と・じて，・1

“1ぐづがあ州透独身あ父親氷め義子縁紀が成立するに到

　　　　　　　　　　　　30代なかばでしっか．りした

　仕事にっいている人物であり，養子となるのはほとんど

　いつも男の子一たいていは学齢児で“縁組渉困難な

」hard　to　place”子ども一である。子どもたちの中には．

㌧・ ずかだが二親よりも単親の方に向いている子がいる。

　ロサニゼルスの養子縁組担当ワーカーは，将来独身男性．

　が単親養子縁組の半数を担うことになろうと予言した。

　監護者になった場合

　監護者となる独身の父親にはいくつかの型がある。法

的に監護者として認められていない独自の父親について

は，その状況がたいていの場合例外的であるから叙述し

にくい。たとえぱ，法的に認可された監護者は母親であ・

るにもかかわ砿そこ嫁出した諮電躍嚇嫡と

一緒に住んでいるのを発見するこ．と、はめずらじ恥置 とで

　はな恥る▽鞠．1、C％s拓4yル＠丁ではそのような話がヶつ

紹介されている〔5：47－49〕‘ ほかにも き11父親の家の玄

関口に姿をみせた晒子二ども は・1（たい（hテ藩蕉署畢イ1ジ

㌔避』だが〉数えきれない6』ぽた最近では馴の型の違法な

監護が注目を集めたぎ子どものひづた’くり凄件が1975年

匿約200，σ00件発生した1ど推定・されたのであ、る（盗罵108濁

1畠：q45－147〕＆ しか1し、むちろん独身の父親の最大多数

は参し：法定の監護権を獲得した人々廼ある己法定の監護に一

は詠これら独身の父親の状況を限定するにふざわ1しかつ

　ぎの4のの型がある乙4． 、1完全（単独）監護4u1重、O罫sob

cust・dy2， 共同監護jgint』lcustQdy溢1鎮分割監護

divided言cヒ＄tody 41二＝‘分離監護〆sPlit　cμstq4y6聾s　lf津r

，・r’

全監護権は審判にまウてrどぢ，らか胃方の親に与え疹

初るも・全米各州の制楚法も／レぐは判例法はグε筆子どもの・

利益の最優先beshnterests⑩危tHe　c撤kl二，Oと1レyう原則犀

を祈求している6・この原則に従i引二とによゐて試母親が・

監護者どしてふさわしく ないわけでもな恥ようにみえ為

場合縞，・父親に『1ヤとけなヤ1・．te疑母緊yea；鱗子ど由

たちを委ねる州が相当ふえズきてゆ1～る1てク湯拾完全監護

権を得た独身㊨父親は， ㌔・・この1山う1な父線の最大多数グル

ーブを講成しでいるし7・内リ吻国勢調査局大ロ統計学上．

級研究員ポ←ルゴグ・リ4脇グL～P餌1Gli¢k・博坐ぱ麟工974

年現在の独身の父親の完全監護権獲得者を48‘000人・と推

定しだが，1 今日ではおそらく1も．らと増えているだろう61

子どもたちをまきこんだ離婚の90％で監護権の争いはな

≦，その上，かなり1鉱く二のケ寂ネで訊子どもたちは父親

と一緒にいる方が幸編だと糖うiこ・とをρ母親が認めてい

る。監護権が争われた場合は〆 およそ35％の父親が監護

者となる（そしてそのほ之冷．どが父親←息子関謀を維持・

することになる）。　＝て、戦擬1il写1臆，iンiヤ〉冗（ 、』』叉rlぐご二、9
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去川西他：英語圏諸国の『父子．福祉研究ri

　共同監護の概念はまだ新1し く〔8〕：1～監護措置cus⑩4ial

a肛a㎎eme樋s のなか悉は最小グ莇み、ズであ’る誹判事は

一しばじば しぶこしぶ共同監護を承認するのだが芥専門家の

多、くはこれを支持するポ共同監護のこ断とではド 1両親は子

どもたあの福祉に関わる医学的51三教育的‘ 地理的瀞ま た

その他の蛮柄について，等・じく・意志決定にあずがる苫・，子

どもたちは嘉両親の話し合V、・によち鴫lrl恥ずれが呉方の

親と生活するが1 ：この場合ふつうは裁判による児童養育

費の取 り決めはない“1ご、、ごr’：』「＝“1：　C
』』 ∴～、1三院IV．1

』．分割監護どはゴ”・子どもたちが双方の親と同期閻レメ交互

1に，共に生活する’こ≧をい うよっ・まりf子1どもたもセま母

親 とある期間胃緒に暮らレ1蔑〉ぎに同期間父∫親饗｝暮・．ら

す。この監護形式は，両親が別々の州蟹生活 している場

合によ．くみられるず子ど』もたちが父親と房緒に暮二してい

る間はヨ．完全に彼が監護上の責任を負1うピ共同監護と同

様にこの監護措置．もまれ廼あるが5r。それが子・どもたちの

利益のため匠は疲も」よい方法であるかぎりにおいズ，裁

定されるのである。　　　　　　　一　　　ひ（9i』i

く分離監護は，子ども・が・2人以上いる場合裕がぎって採

用されるε．学齢児の男の子は父親と暮ら、し，‘／乳幼児と女

の子は母親と暮、らすというのが分離監護の典型である引

㌔しか七性による分雄だけではないのであって．～・も し， あ

る子 どもに医学的，、 教育的保護が必要であ・り，＼父親の住

居のそ嬉にその最適の施設があ三る場合1裁判所に父親を

その子どもの監護者と．し，一”他の子どもた、ちは母親に委ね

るだろう5 くりかえすが評きよ1うだ噂を分離す惹と恥方

裁定が下されるのもド子ぎもたちの利益を最優先させる

ためである。い　1　．、、ジ rl、父侮㌧隔疑二、奥凡』内　　C球」ぎ．と二’

二’ 審判による監護措置はす尋て』1・子ど・もたちが成年に達

するまで，部分的に修正されてゆくものだとWうことを

指摘しておかなけれ嫡なら3ないδrl裁判所の訴訟亭件争覧

表のなかセ畠ネ1』監護裁定を修正するための審問が単えて

　きπ勝るら・～旋だUこれを修正するのは，，環境の変化が子

ゼ釣の福祉を大いに増進させる場合に限ちれる51γヅ諺1

窟1父子家庭の研究・、1いンノ＝、・三 ⊃ ぢ、iイ 1で色5iぞr父う”・”

1＝，1研究者た ちは久」＞1《単親家族に対して関心を艶せこてき

た。・1930年1．・40年，i　i50年代とF3単親家族に関する社会学

的な研究はふえてきたb： 夷かしそのほ直んどが父親不在

　の影響にρいての考察であ・り霧実際の乏1ころチ．1育児や経

済的，二社会的ヂ、 心理的な苦労を含んだ独身の母親4）飾9

　問題を研究してきたのであった〔9：137，139轟磁0〕8・

研究者たあは一960年代ま琢に独身の母親ない・じは未婚の

母輝についてぼ・う大なデ白ニタ；を蓄積した6＝ ♂、マ諒乙翫〕

　じ象身の父親に関、じ突嫉登れに比較す恩きデ駕タがなか

　iらたのそ．して合も、まだな￥も。ただ｝：1づζ親それ自体に関す

る包括的なデ：燕タが体系をなさガにぱら壕かれたよべ1シ

ツ ン・Bensonはち結婚生活の役割分担がはら審り してい

ない社会では結婚解消が起こFりやすい ことρぞ七てアヌ

ーリ カの場合は5』父親が家族問題の最終的な権威者とされ

てはV、るが，突現実には母親が家庭生活に⇒・カ》わるほ’とん

どすベヱの決定権者之」な．うているこ重1を指摘した〕〔10妹

v鵜ぷ4ン・ソ1シは相対的には独身の父親に対む裏ほとん

償注意をはられながうたけれど・も1二父親それ 自体に関す

る有胴なデリ≦タをまンとめた6F ス1、ド鍔ン1シご訊づ1・㌦i

　1976年にズライース． 気講ンぞ・ムPfice・Bσ血hamがベソソ

ソの業積を継承しズ父親に関庫る文献を系統だてた。彼

女は王964年以降に発行二された文献824点を目録と・して一

冊に、まとめた〔11’＝ 、489肖512〕♂単行本や雑誌記富や研究

論文を25のカキ擬り←によゐズ分娯しド そのユつはとく

にrひと．り～ず まい1の父親なりト・しは独身の父親r
Fathers

alo夏e　and・Si【夏g1¢でFa隻herS3にあ忽られた♂’このカテゴ

　リーには，単行本2点第雑誌記礁13点詑研究論文L点，

計16点がみ』とめぢれたiだけ凌ありyiそ秒らは文献目録全

体の 2・％以下羅あおた。1じ∫＝）廠1の激 ゴ1）驚∫裾』llW

ボ、父子家庭に鴎する文献はわずか1しかな醐が’最近発表

1されたンン、』くうかの研究にはすぱち乙しy》了ものがある。，これ

ちの研究から得た｛般的な結論をのべれば‘直）養親や監

護者と1しヱ独身の父親になるのは，i依然と1して難しいけ

れどンも篤能である，心）独身の父親はがヴ トタイム祢、レく

r．は7妙客イ砥の育児を5ま二くこなしている1』C）父子家庭

　に関す瀬研究は・もゆと必要燈ある，一 のも3点に1な渇♂そ1こ

　でこれらの結論を解説するために〆最近のデ戸タかち研

　究論文を∫4点λ、また単行本を4点選んで紹介、し1ようεeい二

臣1）矧n窪真eヌ畿㎏玲〔1幻。《・凶薯西ス・Men繭は∫1：

　教師や医者やその他の専門家かあ彼女の も’とにゆだねら

れた独身の父親3路に対滋面接調査を行ぢたぎ噂の調査

　を通じて1自分で独身の父親にな尉こ、どを選択しだもの

　1とそう羅な憾むのの間には顕著な差異が認められたポ彼’

　女は子どむ弛ちの監護権を積極的に求めた男性たちを評

　・し惹凝要求者、seekers’ヤ、と1よんだぢ独身の父親にな・り、た

　くくはなか遁たが猟そろなることに同意・した！ものはlr　l‘同意

　者．lass¢n¢燈沓とよばれた。1彼女は』5要求者1駈が育児鱒

　うまぐ適応、し；！l傑驚親愚ある壱之に；対！し｛強恥脊定的な感

　憶聖をiもqズい・る（硯ど1をみ’と1めた6・これはすべての讐要

　求…者孕にあて姑）まちたが碁磯同意者5『のrうちではご憩わ

　～ずかの曲のがそう廼あるにすぎなかうたピ独身の父親之

　鮫う役割を弓．liき受けたXなかゐためのは爵子どもた二ちと

　⑳闘係に困難な間題を抱えて吃・た。・』一・☆・・1叔1ンJ5

　グ12き）妻：S卑g些6’ぞa蓼e曜好宙a伽gぬgod、：ンA準ゴE垣彰＃91㎎g

　軸離ilyゆ喚Style，〔13｝：429纏373ま 骸 穏スカ画ライ状
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州グユ鷺嫁ズざロ市の独身の父親20名の調査を行1づたオ

｛スヲ’♂＝O翼thne跣ど式ぜi況ヴソ「βτQW轟とニフ（ゲニb～ザスソ

EergUSQ昏は，5すべての父親が詠子「ど惜たちと之ズ・も仲

よ、く暮ち，し〕て 》、る芝述《黒る1こ老に気が三つレ》た盆そこきつ

ゐこ海趣き矯てみ蔭之1llこの父親たちは湾外に恥る妻に

対むズ比較的寛大であリダ現在の生活形態に満足ンしてお

．孤，う再婚を急い｝で恥なかゐたが彼らは昼間子どもた、ぢを

保育所にあずけ，、1く夜間や週末には長時間子ど適たち者過

　していた。そして彼らのほとんどが欲自分の親と親、し く

していた許著者はつぎのよ・うに結んでいる。．二・：∵1満：

踏。1獣しでの調査の最も印象的な結果をひとつあげ∴・二

・・ るとすればli＝、ぞれは六父親た ち寮弄景『どもた1ち．riメ・

於慣の第訣義的な親之いう事態に一あb7てきわめて有二．ll，1

＞二1能であり，き上手に対処していると感じていiる訟r『、

　胱」1と癒ある冨彼らのもつ自信や父親であることか
P

ほ

　・でら生じて恥ると思われる満足感を打お消す心と∫＝傭

　，ノ乏1。は止、でも愚きなレFポ （焦436）るS二靴沖，蕊、： 一、、

丁緊13）：RQleきiAdiμ合tment1二〇£1’⑤㎏短｛P畠「et1二Eat域e「註、

WithDependentChildren〔14・：二脚畠43P〕＆し40名の独

・身の父親（離婚者25名， 1寡夫15名）こに対じて〆家事〆』デ
、燕

ト，。その他の役割適応間題に関する緯織的な質間紙鯛

査が実施され’たる｝ギ斗事サ，“一G飴s6r・・ど｛デ示勇、蝦Taylσr

は5’独身の父親となる原因如何によち（適応過程に差異

があらわれるこ・とを見出したる斗離婚した父は顕寡夫の場

、貸よ・’りたを？てぴ・ う：ま、くやろて恥る一とφ器ていたぶ彼らは

誤また現在の状況がよ く統制されザシ穏やがに機能じてい

濡5こ・とを （寡夫よ∫りも）：よく示じたが、うズ姉た1ヤ（．P二 ’

40g海彼らのほ乏んどは・：時聞不足や社会的な流刑をう

け嬢yる・と焔づた感情のゆえに，牡交生活を縮少しなけ

れぱなちなから・た6y碧者は隷これら独身の＝焚親藍の多．くr

力駅家庭iを見群に管理しふ満足杷て脊児たたずさわる、こ

‘とができ1る乏結んだ6姑．二；認メ1“べ 、蔦シーく賢肖 ，ン之 1説喬
｝ヨ1茎4旗Fathe云i㎏JAfter MafiねIilSepara駈6【重〔15〕5＝・ポ

喚ビトシ市域の鐸週末の父親 翻eekendl二fa比er～！の研究に

おV喋て∫1£撮黛・寵1レliド政eschOt乙1 と2■抽rゼンrタ’み藁ア玩Ro菖e豆。

耀aI『は畢監護権を得なかうた父親が門別居や雌婚期問の

彼ぢの生活の中に1㌧い力曜之して子どもたぢを1ど二り乏毛み；1

親壺む文の貴任を遂行じrζ恥くのかこを解明、しごよ協道し

；たヨ（このパ曝下みイみの独身の父親の多「くは5・料理や家

癖にうおひ鵡がれており1・i単親とむて依拠すべき亮駅か

慈もお《恥が瞭ことがわか らた幽しか し，賛掛父親の仕事

に時間の取通性があれぱあるほど訴それだけたやすζ親

と唇の狸浴一ノ囎こなせ脳’たの廼あ卯わ1抽
膿銅時問が葦屡ていめ問題を解決；じ之帆先～3膨著者ば罫父

親腱親としての黄任撃要求慰れれピ，厨こφ責任が彼自身

』の成長にと；づて重要な核と癖り τうる恐と結んだ乙』洞．k
llj151

5勘出加7S4耀・σ浴≠oみ〔16二；・209〕5、ビiク〔タr－yicto罫

どウイン久ラ函』Wihk1鱗は♪第17章におい七，七われわ

れの文化における比較的弱園しい父親のイ タ締ジから現

代の法廷の見識にいたるまで謹独身の父親に重要な多《

の置者点に言及』じた5P 瑠ゆ髭s乃θ腐　，陥θ彦ゆ1（SBpte垣b吟r

』19ド11977）ilは本轡を・ぷ人問ど一 しての権利を獲得するため

には，凝かに闘う薄き嫡り熱・かに闘うべきないカ・を

解説した貴重な書物。離婚した父親の間題の中で無視さ

れズ硫る：ものは本書にひとうもないように思われる歎と

評じた欲著者は多・くの独身の父親に面接砿．1』撃完全監護

権を1得た父親丁臨恥11一Cust・dy Father3’1 1という較
彼らの得た知見を報告したぴ． い・、，因ミ∵、 へ・、

　『ン父親だちは，勾自分たちの境遇とその対処の仕方二冶

一躊にたbてい誇りを遇1ろていたよ、これ らの父予家li擦

「礎庭にみた安定度の非常な高さにはll、親子関係の二欝

霧，質の高寄と ともに圧倒される思い疑あ1らた（笹』ご胤i…ぎ

　　162）。　　’　 　　　ひ ・ 1ンu）：懸騨く

ジお〉』肋二職研σ醜≠厭Ch駕働P一〔鳩192〕ぎ煙

1ピシ」箆》iぬe，はヂ女性解放運動が高揚餌．、監護裁定り要1

件とむては，ろき、り性を除外した法律を制定．し：だ州の数添r

ぷえて》・る乏ころがら1チ今後ますます独身の衆親が子ど、

1もを育てるケ［ス1がふえ るだろ込3予言す『るぴ本書抵鎧著．、

者ガ敬年半の間国中を旅して∫』ひとワない1しは共同廼子

1どめの養育犀あたうてし ～る男性を訪ね質問／しご生まれた

成果であるよ彼はド核家族がすたれていく危険ほないけ

れ ども“隷父親の：多くは自分の役割を再検討∵じているのだ

と結んだ。典型的な独身の父親は，自立し，蒔自信に満

あ鈷心湖ひろごくかつ柔軟で新女性運動を支持する立揚を

二と らていたざ㌧ 孟「〕』　＞・苓二餌ぞi、二 ＝l　f・吾じ1』1 と受1
二、

，ラー七 5　セ

』こ一7）｝勲7労テτ客吻』 F4オhθ7な〔17爵191〕ら受壱ワき・牌ギニ シ1裁tki血

とノレ阜ビ諮Rub互虹1はド監灘紘隙親にお・磁恥

’を向け文いたが，慨ブノ蕨＝タィ賦〃Σ父親Th好恥11」Ti恵e、

Fa伽er瓢璋をもう肢いるε琢章で瞭監灘の争

いで父親をうちひしいできたいくつ力紛仮定にゐ曝詫論

じた後でF亙しがしこれらの仮定ほ変化・じづ脅あ洛志揖摘

：するぴまた1く…父親早母親をこなす鍔性め役割変化にρ恥

迄議論するよ著者は誇ある程度時問がた文ぱ嘘独身め父

親の多、ぐは必要な役割適応をこなi切めいにほ渥独身の

父親羅ある雪と．にある程度の成功をお・さめるだろう1どの

べて恥る3貧　，マ貰；『r註2、セーオ．う 資武る》”、jじll澄ざ弐蕊誤

（℃i8）・、r陥よ莇吻’漁π1～S伽よ4厳伽磁ウ伽か．P励7ご診

〔18；247〕。キ｝牽ジ1デ・～ Ca晦sidタ1ま鯉昏1むrじ・ぐは好雌居中

の男性 100名以三L と家族関係分野で働照多三ぐめ専門家に

対むて面接調査1を実施1じだ。，本書は離婚のすぺ意の側面
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i川 酉池：英語圏諸鼠の父子福祉研究1

について提言している。監護に関する章で嫉《電いとけ

ない子ども三翻轟鹸冨お顛轡肇勒稲
の最優先b麟箭e磁諭雌．cH膨卿蓉と法律
上の変更が行われたことをのべ《“るぷこめ変更は監護

権を得衣喚男悔に有利であ駄』男憐の多‘頓狂身の衆親

　≧池でぞの利益を享乗’して1めるの、で爺他のむの嫉彼ら。か

　ら学ぶこ、と摂できぞo．入　　　　 ンエき　，ぐぐ1』』r 』ン・：㌧㌧

　1 11綾
、．㌧

瓦ぴ∵渓 1「」渓・Y・二㌧．’1δ・：運ご 1き謬
’！ ンぐ二㍉i・

　．，』，父親にて？い頂は竃だ研窄途上廼竜薮U多《＠ア〆リ曜、

・木かち誤解されて恥う。勢身の衆親の場合セよなおさ’5そき

う1で麟5・ 瞬鵬く勲吻要鋼共1雛用確社会㊨
　覚醒をなうながレ？っある6、拶ぐ性1解旗運動ピ㌧男，性解旗運動

　〔19〕，離婚法の変化，そして性の平等岱のマ繰的な動き

　にみ乾れ裂⇒とく でおう。，こi「、‘、μlll㌍i〉臣戴・1 1・ハ

　≠子ごも｝を中心とした研究悉鈍茎特に重要で義るαζれま、

　塵璽竺稼庭i研突の㌧多く峡父規瞬対するi面接調査重あ戴

　たが，・子ど，もに関玄う研究をま鴇監護権訴訟で判事のr鋤

　と、なり，，1まな教師やそ の侮の犀童饗育者が子ども：たちの

　ヲ層ぢを理解する！馳けとも夢るρで峨とりわ！賦で必要と1

　琶雑為 のであう6、子どもたち』の律会駒な搬や教育達成

　奥礁？レ）できら瞬多 くを知ら：な嫉登ば、ならない畿ちなみ

嬉，1・ ．好家磨と：母稼庭鰍育猷度醐するある鰍
　研窮拠らiをむ』父子家庭で瞬男り子よ吻女の子の方が学校

　Φ成働1よ いとレゆこζ々糊らウ些さ れた〔20〕5点
，一

　づ馨子家庭嫉，ll 賑感レば2？Q核家族が縄織きれξ合問

　の家族構造≧、して現われると，揖摘杢れてきたdξ衆子家庭

　Φ釆輿持続期間嫉た・しかに2繕閲鐸が，』じ再婚を遅らせる

　耀1躍瓦だル樋て二駄愚恥再婚、レよう固磁ヤ騰の

・も，鱒。．t、ζれらの駐に⇔雪∴；鎌であ盗ことを炉か

　のまの経験では！なくバ個人の自由の原則を実証したりヂ

　伝穣的な男女差別車善者の態摩憩行動を止めることに全

　力を？桑すな凌の嘉意欲ゑそそぢ簸る経験なのである6 ：

　、瞬麟能と1ヤゆ揮韻繊Q卓越という概餌おきか
　＆うれ多も④頂塗糠ζ恥う点嚇重要である。≧刃）一うのは畜！

　魏の父騨嚇しば跡，rイ触・押飛μP吸岨贈s’1
　にみえるかも 、しれないがμその多く嫡狸身の母親と同様

　Φ灘磯験レ徹喝施であ鮎しカル同時に男跡
　鞍身の寒規であゑ尋虜を選’～鵬＝玉彼ら幡独身の母親であ

　る ζ覚を選んだ女性が手に入れる喜びの多ヌ1を享受する

　のである。q『；弓 、‘ rルー・eジー
、1’ 　r』黛※・涼三r・魯1∫』 L 二

　訴しr般ゆ3あきり浸透レな塑づ、たけれども泌専門家｝す，死

　規とし；の缶勲魯態度ぱ生得のもの頂磧な！く謁男性命女

　偉累方が学習すi償きもグ）である、と従前ヵ 辱らr指摘『して鞠た

　な，X狼身マ象禁親が裳繋かρ実証1し鷲セ、るの嫉尋の教訓廼

　　　rピ、・＝二1”『欲’llJ岨悔Fr ）遥』　 ・ド』1・訊 ン’1謡

　注　．固、lhこ廊．、ビ，麗ド鰍叱諦・1）

・1、詠1“Rising ，Problems gf♪Sユng且e　Parehts，～” 『θSl伽s

。 an氏W・エ1d Re叫ちJuly・46・Pユ973‘、』L一一）F遍》』

2鵠国勢調査局を言1915年に揖生者数を記録むはじめだo

　だからそ紅以前の統計は正確懇はない品しか、しこの年

・唯はlfミ1000・の出生を謝』阪姫産婦の｛死亡はr6廼あぢ

三た．1935年までにこ…の数字は汐」8万こ下力：fり“ig43年ま

一、』でに・2』5稼聴下渉ろ，だ評3年後こ1…れが半分に減ザ，

1949年までに100⑫出生に対し妊産婦の死亡は・1』砕諏
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ながら成畏するかもしれないとびう危険が子どむだぢに

ぼ訪る詑父親七かも1だないどい弓とどほ，』だiじがに蓮膏
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1川西他；英罐圏諸国”）父系福祉研究1

去られ離婚された失たちは子どもたちと屈辱感を分かち．

あう。ζ’仲間づきあ恥をし責任を分かちあうぺき配偶者を

失ぐし虻孤独になる離子，どもたちには1．㌦他あ子どもたち

とく5ちがφているをdiffeゴept”＝とV・う感情がこれに加わ

る。㌧ジ：』1ド　．＿＞：．』　llll1玉『匠：1冒：シシ ＝4 」・1・入
・㌦

　独身の父親はうぢかちがたい困難を経験しているとい

うのはいい過ぎかも・しれないどしかし彼は大方の父親よ

り闘わなけれぱならな恥多くのことがちを抱えている。

　著者の提言はつぎのとおりである。　　　騰忠〔く

1i、 ．→家のかせぎ手と家託の切盛を両方引き受けなけれ

、：ばならない男女の単親を援助するためにをまir』適冊鰻タ

　ィムの仕事が有効になづて；ようるi 漸㌧、忘1 ゆ‘識ジ．

、2．’・保育セXタ［を午前・8時から午後6時ま誓長時間運

．営 してい・くこ乙どが必要遷あるデ親が仕審を している問

．に，，子どもたちが自分でセンタ穫・にきた、り帰づた』りす

　、るよ、うに強いられな恥ためである。1ド』一∴ 『入r，ε㌧

3．学校がひけてから父親の仕箏が終わるまでの間，学

，童の要求を満たiしてやる愛妹！ピろが必要である。ラ

〕4．・働いている単親のために登録制の組織化された家政

5、締サ》ピスが必要である8． 　l』 ．三幻．』r，”
［ 謡

5．独身の父親に対する税制控除隠菊うと必要である6

　ノ‘一トタイみやマルタイ1ム⑳家政婦に支払う賃金分は

、免税になる くらいにポ＾蕊へ1ンミ亨』ト．・ 孔凝穴『』久： i混

、6録低家賃公共住宅に独身の父親をもうと広く受け蜂れ

　る必要があ：る。、、⊃く’、、、 三∫1訂』削｝㌦犀 ∵ ．冥』・
ン㍉

7．、子どもたちのために休校中のブウグラ諏を用意する

誹必要があるる．． ∴，レ． 二二1』』．1、△
rl

”』』r』 レ』・ k

l8．・．独身の父親とその子ど もたちのための功ウソセ』リン

　グサ歯ビスが必要である51 こジ』 』お、ピ．1ド ζr
1、「．

．．

9．単親の抱える難題や量科ドl　l、それに結婚破綻の原因

、につレ｝ての研究プゾ瀦が必要であう・ ぬ・臆
、1 イ『ギ～リ1ス・5シー、レi イi（一㌧1｝こ・誘じr ・』と』一』』 亭』㌧、き

一、善壱←ジ》Gedゴ塵『ど1ウ犀ルディ叙グLWildibg｛（1972）

は，5イ 罵凄ネのiさまざまなン←シャル串宛ジ出ソシ［か

ち援助をろけている588の父子家庭につい宅調査｝したげ

これらの家族の平均母親不在期間はr3． 7年であり聴子、ど

もたちは平場 3‘ 5人いたよ・’むび㌧

N母親を失うことによら｛て深刻な経済問題が』引起 さiれ

た。この男性たちの収入は妖ぱrしば減少したけ雅ども
ゴ（44％のケ←ス）』．直接妻のかせぎを失らたため≧》♪！うの

は12％にすぎなかうたぷ母親不在の経済的影響はビ主に

妻の家計に対する算定不可能な経済的寅献を失う：ごとに

よる1ものであった。～さちに加え蒸‘』v子どもの養育責任が

父親の超過勤務を制限じ想・35％の家庭酒は父親が→定

期間休職、した。ミ』母親不在の間は1 ，．臆ぽ30％が福祉給付

輝elfarε＝ben¢批5乙をあ、 け更おり1－1・イシタビ出鷺時にも 19

　％が受給 して｝》たび（く ン氾泳ぐて ㍉義う＞1』（｛卜』1ノ　』C＝複～

1喜母親不在の結果ぼ父親たちの社会的竃1じくは情緒的生

活の上に一もあらわれだ。1彼ち》こさび／し弩を感じたり意気

　消沈1じ沁りするこ老がある1がどう、かだずねたところ戸37臼

　％が時々そのように盛じると答え沖30％ほ始終そう感じ・

　る1ど答えたよ彼らは社会がら離れる傾向にありド 家族み

外の世界とほ昂鮫醜糠郊勧海彼らの塾
　不眠に陥ったが丼たC・喧いいづまで1も二ぐよくよし堵恥為

　1からセあ．らたよ最初は酒を1だぐさん飲む『ことで妻の不在1

　に反応電だ人もいたが冴ごれは時間がたでば先細りにな

　｛づ：でいみた。・また彼らの多二く・に，容妻の死や家出の後だ〃

　ぶ旗の量を多「くしたり，三再びタヴく喜を吸いは・じめる傾向』

　がみ・られた♂半数以上のものが∫：ながなか仕察に集中で

　きな恥炬いた5、概「しえいえばヂ彼らは夫変なメ1トレスを・

　しのんでいる男たちであった。　蓋二、 ；猟㌧外〆rニヘニ陰
’・

　，、1ウ出・ウ　F6亡L・1ど》ビ．ゾゾジ〆Robi血S6n．G976），による・

　．も6ど新。し硲調査では，’対象とならた単親家族1三681のな

　かに75人の独身の父親が含まれ宅“たし　　づ鱒・… 弓1 と

　　この研究め主な成果ほ膏残ちた親の雇用価値に対する・

　家族崩壊の影響と低収入の問題に関することであり，1111づ一

　ま／りはi ’仕事に従事しながら子ど1もの昼間保育の菖器ズ

　をみたすことはむづかしいと》、うこと脅あらた♂・ 噸≧1
1、

　ン これらの問題は単親家族に限っ《起るものとはいえな・

　残．』＝しが1し本調査によれば評単親家族の特鐵は‘・1この問『

一題が相互に作用する傾向にある一ことであり詩 また彼らみ

　情緒の源泉が褒微の極に達むそうな時に これぢの間題が

　作用すると》、ろこと廼あるる仮に父親が仕礁にづい《い・

　る間，・すぐそぼの親戚にすっか り子どもをみズもちい詰

　その親戚渉単親とし誌4）彼にと宅も重要なア1ドバ多ズを’

　』し支援してくれている1とい、うことであればρ彼が失業し

　た乏しても求職のために転居する．毘とは不可能’堀あろ

　ろじ ㌧．、ドt』・・㌧ 』〆∫L耳塊l ㌧つン’＝章ご一』1べ’‘

　・
』、 用に関 していえば，1＝多数の親が15雇用者は困難な状：

　況にあらた自分達に同情し援助的であ’うだと・1．している

　が11しがしそのような援助は，．明らかにその状況に関わ・

　った個人の善意に依拠していたのであり，単親のごとき

　特別な准 “ ドをもり雇用人の要求を十分に満たすほど砂

　融通性のあ る制度に依拠・していたのオはなかづたぎ∴フエ

　リと＃・ビシ1ソ㌧4まボ 単親に提供されうる最1も積極的な援

　助はおそら、＜仕事を「じに外へ出るが‘＼フ知タイ仏で子ど

　もの養育をするかをは6膏・り選択ざ悲るごどであり，ぞ

　の選択はド、家族の全成員にど6《何演最善め道であるか

　を考慮1じて1 彼ら一自身がす妓 き泥≧考えたムなじ1が沁，こ

　のよ1うな選択を認めるこεになればi一すべ《の単親とそ
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の家族の収入をなんらかの形で保証しなければなら1ない

だろうし（親参父であろうが母であろ1うがレまた翠う翌

てそ．うレ》う家族状況獲なづ，た湊の理由鶴どには欄係な

風），、 、気し煎その場合，3彼な矯し彼女がそれが家族の最

善殖だと信じた時にゴ嫁庭瑠まるζとを可鰹鴛

る旗ξの保証額が必要だろう8く塩1τ琵二1！渉犀1－1訣

て；家庭での資任に あわせて，、父親輝惑｛黛タペみで働恥

たり議も1づと流動性のある労働時問を選択でき婆：よ、うに
　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

すれば， 1さらに根本的な変革が起をだ蘇う6♪その変革

嬬ド父観に灯する社会の役割期待にg鮫て時宜を得た再

謬価を侭寅だろう説父規も母親も，単親と、しズ生活を営む

選択権を珊等に婁えられる尽きだと疹れば，。それは必要

な段階であろ・うよ否現実に，味鈴ξもたちの亭鹿琴は家庭

の状況におかまやな しK同じよう直ζ存在するのだからザ1．

づζ親も母親1も平等にそのrrズに向かy）あう機会を与え

られるべきなのである9・う二、＝1ζ， 、そヶ範纂ミ、葦・．プ 1、（「l　l

5夫婦向けに組織された世界では芦単親はどのような役

創も演厚方れなマ・ザ世問の態度磧およ惹援助的煮はいえ

ないもので一織ξ離婚者と別居虫の者に対’してそ うな

のだが一、じば』しば親切密透盗よ．脳ま批判的饗みり，1り同

情的であるよりは疑恥深セ醍も1のヌ季あ／るσ、；れらの態度か

ら引き起され覧孤立化は距単親に自分なち彦）責任全体を

疑わせ心配を募らせる匡・彼らの重荷を分かちあう、ものが

誰 もいなければ，、～子どもだおの健康や福祉，iぽたふるま

蟄にっ稜て心配はぷ農る球カモ1り資あ り，単親家族の傭緒：

的な負担を大き くするばかねヌ∋勘、る61』』、＝ マ， い ．” κ、1試

ン嬉の1976年研究は‘弾親家族の直面す局不利益力％寂

ゆ広範囲にわたbて蟄るので，琴必要とされるような援助

嶺，メ物質的にも精神的にもすでて操供する；烈ま，．廿機

闘びこぱ無理であ盗蜜指摘した砿それでもなお明らかなこ

ととi思われ盗のは，煮首φと広範曲によ茸周知され，．たや

す く利用燈ぎるカウンぎリ潔4ナ自ダ堺にょ1うて，．単親

の課題のすべての側面について指導し，忠告し，かっ単

親を再保証iし『〈あげる必要ヵ書あるだろ1うとレ、・：うこ1とであ

る討この必要を十分満たししてもらえなかうだある父親の

話越∫ 、とその亭情をおそらく、最こもうまくいいあらわして魅｝

る6～一∫1 （’｝綜草・，髪i（凪一いゴ、・ケi 11ンゴ1∵ ．ゼー，1』1㌧』．、『

ぐ路私の話を傾聴し疹柔れか．らいかにして料理や掃r．』

‘・W除をうまく鴬なすかρまた恥かに！して上手に家』・．1∫

鳥へ政婦を雇鼓かとレかう、ζ之に誓〉ヤ、てフ7ドバイースし
，マ

∫、筆てくれたぐあるろ人糖・ρそういう人に会いに行警．1し

さ，うたはずの揚所ご1私たちが世間から捨セられて、、、

・鯖k・る窒う鵬 1藷蔭られ《きた人タだ妓のための1賄．

二　，特別の凄務所き≠電私の娘を薗どの勲4藩の洋服を、」

；｝5難せたぢいいでしまう力鵬とか考肉区野菜を加：’罵

誇へ栄る のはいつで1しようか鑑とかンく｛ど、うしたら喫

r・ デき悲しむことを自分でゃめられるでしょ1うか”、

、
1ゴ 止いう話をきいてくれる人の必要はい，《ち強調＞．ぐ

・㌃薫 しても強調／しすぎるこ』と はあ，りませんぴ、も．し も』』、

　　その人が遇に一度でも訪問してくれ，家の中を，“

・∫ニカ』たづけて』ぐれれ尋試銅それは素購しル》’こ とでし 1
．l　l需ま うが，k、そ・、うでなくても誰か話をきいて・くれる訊・r

　ひ器人が恥るというデそのことが大事なのですぴ・
、

　カ ナダ　　 ？さ㎏証、 一、：1・ ～」 1」

訴ジ1よ レジシ ガ典1S6hlesinger，1と ”ト ドノレズ ζ嚢Odres　l

”（1976〉はド・1＝ト・ロ甑トお’よ びその近郊の72の父子家庭に

対して面接調査を行らた。：・父親たちの平均年齢は40歳で

あ議だぴ彼らはす隷て高学歴であ・窮 1またほとんど全員

瑛就業しており≠その平均賃金は1115σ0、ドルであらた。

父親と同居している子どもたちは 1※5人であり，、平均

は24人であった。・子ど1もたちの年齢は1を23歳の範囲
であ万た6”』㌔、irジ1遥、で．rl・こ惇ご、＼，

1ンr ； 煤r玉誉ぐ：．戸

　父親たちの多’1く、が斉家族崩壊は情緒的に負い自を受げ

る出来寮だ老語ぢたよ1家族崩壊は子どもたちめ気持ちを

混乱させ，両親に対して腹を立てさせるなど；ご子’どもた

ちの行動を著しく変化させだ乏も語渉た3犬（’こ1ζ・鶯．看

乞1父親たちは週日の間朝食や夕食の用意をするごとを主

に自分達の任務と心得ていた。皿洗いなどの家瑛ほ主比、

父親力：引きうけた力齢、さ竜なければ子 ど．もだ1琴も分担し

た。全般的な家の掃除はほとんど父親が引ぎうむた杢 ほ

と迄どす尽ての家庭で父と子は≒緒に食事を哲ζ熔た5一

ほぽ半数の父親が子どもが病気の時には子ど・弼と籍緒に

家にいると答えたざ1さらに鶴子ど一もの学校φ先生の話

を聴いたり，子どもの医学的な問題に・も留意する乏いう

責任をも主’とrじて父親が引きう励ズ恥た♂誤（こ製ぢ　・9

調査時点畷の熾融性とりきあ旅蜘1’そのほ

とんどが少なくとも週に一度はデート していおじの・であ

胆拷その犬多数が自分た・ちの交際に満足・しズ吟るξ答え

たo・・この女性たちはガ’・家庭に招かれ諺他の家族1員・と，会

レ凝1家族の活動に参加1じていた。ジ子ε・もたちの多1ぐは父

親の交際を励ましていた欲1．、塾rヒ、1 』1』1．媛l　o、∫ 」紅．

　ほとんどすべての父親が母親の所在を知ゐてお、り5、k彼

女たちの多く1ががな1り近，くに居住していた♂約半数の父

親は時々子どもたちの母親に会っ又いた。こ、・』
・、、

。、
氏約巻の父親は単親になった後で翻的な援助を藤と

したζ渾侭たよ彼らのi引ぢには銀行の阜でソやク腰綾渉

：ドや抵当によ、づて借金を申壽込んだものもあゐたがρそ

の韓とんどがこの種の援助を許可された。rr また父親の多

鼠は，こ．卑分たちが親と氾に士分に矛Lどもたちを世話 して

やれて恥るが、ど：うが危ぶんでい潅ぎ1・子どもの、しゆ、けは多
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↓刎西他＝英語圏諸国の父子福祉研究1

く¢）父親に とって難問であづたず、 有用な．ソ≒シャル蟄一

ぜろに適合．しているのは‘卜単親すびてといiうよりは独身

の母親廼あるために，ll、自分たちに合うサ忙ビ堺を見出す

ことはむづか七ヤ》・と答えた：も4） もいたよ少数だが，1，ソー

財紐を昂ワカリやソ蕪潔ヤ～レ冊←、ジ富γシ号から得られ

た援助に不満を示す査のがあうた。 卓・』二 ：1・．♪ご 読1
　アメリカ　　　c』 、』

㌃ミ’
’，r 』ジ、’・、 ．、丼rf．』．．，

　メンディスMendes（1976；1976a）ゴは1席部カリ，フ

冴ル昌ア酒ひと りで子どもを育てている32人の父親に面

接じ鵡1対象者の内訳鵬」黒汰15名レ1㌔ 白人14名声メキシ

フ系アメ・リカ人 2名， 中国系逸瀦リカ人1名量あ6た。

3人を除いて全員が就業しておりドその平均賃金は‘12，
5001

ドルであ6た。 一” 二1・乙 ∵＝1．1 ・＼』．」』ノrl㌔♪1）．．

　メiγデ身スは，こア実」リカの文化の中に独身の父親の役

割恭まだ規定されズいないこ とを指摘iしたぷ父親た・ちは

明確な役割規定のないまま これを履行しrていた占1 彼らの

多くは子女の養育貴任一家庭を切盛りした二り貞子ども

の惰緒的欲求に適切に応えたりli・母親めいない家庭で娘

を育てるというた←と仕凄を両立させるべく心理社会

的な適応をはかる際にス』ト1レスを覚えたが，、，そのスrトレ

スの一因となったのがこの役割規定の欠除艶あらたざ

　父親たちの経験は，男性もまた，家計のメ予算化や買物

などの家政の兵姑学を教えられるべぎことを示二してい

るおな『しかし他方では影父子家庭で育つ矛ど遇たちの福祉

に‘とう斑最も重大なこ’と’が1らは1』父親と子どもたち との

．情緒的な関係の質であるこ走二を明ら・かにしているじ1父親

の経験のなか1でとりわけて重要な点は←彼らが子ども

だち之の関係で間題を抱えているにせよいな い／に。せよ

肖子どもの正常な発達を促すものが何かを概して知ら

ないということである。例外を÷・人除けぱll魯物は父親

11が子どむたちの行動の常態について抱いた多くの疑間に

答えズいな恥。。父親の心配賎こシわれわれの社会における

男性め社会化轟託γまンり！男｛生ほ通常子ども：を養育するよ

うに望まれない1したがって家族生活教育ではこの側面

が無視されている一を反映している達彼らの心配は彼

らが父親≧1してアブノ←ヤルな役割をとる際に経験する

不安を乙も反映して野るよ彼ちのほとんどは他の独身の父

親を知ら＝ないので碁結婚1している母親乏独身の偲親の両

方こまrたはいずれか←争方を除けば，．、軌．意見を交換す る相手が

ζいな瞳隙応汰し1：独身の父親が』、しなけれぱなちない適応

について女性が援助でき：るはずがなK・，彼女らに相談し

たものは，それがあまり役立たないことrを知る＝の宅あ

（るぎV　lく》　許』 パ1』1㌦乙㌧べ…鼻でへ』

ヒ耳オスナ擁一三レQ比hllgτ。とブラウソ∫BrOwn－・と フサらガソ

∫ニノFeτguSo塾’〈1976ン は∫’・よ、り高い収汰を得てM、る『グル

一プに対しズ別の調査を実施した♂彼らはノースガロラ

イ劣州グツ弥シズバ・耳市涛2Q名の独身の父親に面接し

た。，父親たちみ平均年齢は37歳であ1り△畢均年収は

18ジoqo ドルを超卑ていた乙1人種的な背承は記載されて野

5ないよ著者は結びで鐙父親たちが子どもたちの第←義的

な親といろ事態にあらて．きわめて有能であり，－上手に対

処している。と感二じている匙述べたひ彼ら』の示す自信老父

親の経験から生まれで琶売・ら『しい満足感は否定’しがたい

ほどのものでありたぷ彼らのすぺてが何らかの問題にぶ

iづがづ淀ξきたが奔それはた恥て煎の家族がぶノうかる困難

・ど異なるものではなから たし親である善／との困難さに打

ち勝ち，自分たちの監護のもとで子どもたちの成長を見

守らズい1る乏い．う誇りがジ大きな補償力となろて 》《た。

．『 身の父親は〆男性に∫癒ぢ，と子・どもの養育をやらせよ

〆うとサyう社会的傾向の恩恵をごうむ万てい』る1よ弓 に思わ

れるぷ彼ちのながには妻激り｝もよ『 り1よい養育ができ1るを

認められたために監護権を与えられたものもいれば， 凄

が夫より も上手に養育できない1と感・じて、いる菱めに子ど

紬をあてがわれた！ものも｛いる舘彼らの多くは 自分た．ちに

子どもを養育ずるi能力があるゆりど二！うか気渉がりr尊あらる1と

いう。。つま1りダ子どンもだぢと．齢ら磁なに十分本を読んだ

・り遊んだ り・し 淀い1るかどくう：か箕子・どものシペルでものご

とを理解して いるか どうが，．そ．しでも♪づゼと子｛ど！もたち
の

叡育にカを入れるべぎ愚あるかどうかレを知ηお．がうてい

るのである。・ じかし旭れ》ら：の気がか・り，は←般め親たちに

も共通のものであうて許全般的にみれぱ∋ 父親たちは・そ

1の意味深“役割をとえ も猶地ま二く感・じてい1る二ぷ ぐ武

ぐ 著者の提雷はつ1ぎの、とお珍であるぢ”』．ド 1外監 r、環
工，1』1保育所は夜くま姪保育時問 を誕…長する．こ、と5ト父親だち

　のいく人かは，自分たちが遅くま．で働かなければな1ら

〔ドない時はドたいて甑の保畜、所の保育時間が仕事に不愉

快な・ジ・玖ソヤを持1ち込靴こ・と1がわか始1たる試l　lさるる“

ジ2添共同保育餌啄テ・ムニを緯織する心とぷ父親たおの蛋く

　は共同保育の運営方法を知ちないけれど，も∫1経費節約

一の利点に興昧を覚える人も拶“だろ二うOヴ（・〉ぐ憾ρ．

亀子どもたちを保育センターに送迎すること。。働忽親

　が子どもたちを学校から保育セソターに連勢て珍くこ

　とはそうできるもゐではない。　　　 　バ　塑

、引．．単親講座を晃｝う一 けフる【こ≧じ 1父親の多く1は親奏の備え

　がなくて相当不安1を感じ窄と述べたよ彼らにに子ども

　たちに何を期待すぺきかを学ぶ時間が滅多．に1なか・う

　た。このことに関してはそれまで妻に頼．喫ぎ1う『てい

誠禰報倣勲郷懸を引き起すのだ鰺捌将
ヂテ恐瀞遥慾＃←うスが役立つだろ う5 ．・’

』』、鉄、ヒ、

・5．，終B㎏1’Sis頓rs》1・の必要5女の子．を養育』し1て ピ・る父親

・・ 297一
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・ぐのためにぜBigll取g蜘gr三・1、出対をなす組織が必要であ

1蚤説これは多ぐの易合非公式にあ づせんされるが，監・父

親が娘の恭めに成人の女性の相手をみつける方が，、母

づ親が息子のための男性の相手．をみつけるよ・りも おぞら

廓くはやさし恥。 Lか1し，1その女性た二ちのす暴て毒すべ

1齢てむむ；拠しが員的でなく女の子の助け手になろ う・と

二〉遠、・う動機の持ち主だと、レ噸わけではな憩だろう6－、』．∫

・」β番目の調査1塞ギやジサ←乃as葺eτ諸テイ、河←T4ylor1

！（1976〉1による1ものであるポ，彼ちはオひイオ州 コ ロン丼

ネ市で4σ人の父親に面接 した6、15名が死別で25名が離別

であうた。il箸者は父親たちの社会的な背景にはふれてい

な魅㌔㌧）し∬』二』 1二’く 下・’ ’ 1：＝（』Tl射単．づ 』賦1i．

．調査の対象／とな、づ た父親たちは，蚤以前にはほ’とんど担

うていながうたかある》・は部分的セξ1しか担．っズいなかっ

た家政の費任を引ぎ．うけジ、・この役割に適応しズいた。｝小

さな子ど・もの恥る家庭では，、・そク）養育責伍を主』に禁親が

易1ぎうけていた5・1「、1

』
、r

、
1．ll虫ll 11二1《’4＝1「一・一l　l　i、r ’〆

‘．、

、彼らが結婚当時の活動をやり と一げ野心を満たそう之す

ればゴ、単親と；しての責任が加わヶたために併しばし嫉葛

藤．を引き起さ耽たよ社交生活は1亡、時間がな糊とか社会か

らはみだ嫁でい二るという感覚のせいで削減された。．〔

ご単親之なった原因は㌶父親のその後の適応認知かに影

響．しズいる・まうに思われた。、死別よ・り離別の父、方‘の方

二が∫，『 し鵬しば本人自身う・ま、！く適応レでこいゐ・と考えてお

1り， 1ま．た現在の状況がンよメ統べられ，：平穏に運行愚れて

乙いる、こ1と1を盆よ り表明二したニカをらてン・為61ミ』ご 軌厭’li．㌃ン㌧．

　この調査に関係七た父親の営きK入か藍蹴？壮会的 な流刑

ともいうべきことを体験していた冨特に離別の父親嬬結

婚時代の交際を慰ける傾向が漸り穀他の単親どの交際や

括動に引 き審ぜられヱいた5ば』轟公！：i、と！磁ノ、＼ン雪c

ll二父親たぢの大多数は家政の責任をひとりで引ぎ昴ナる

かさもなければ子どてもたちとと二もにこなしていたず二以前

は懲女性の役割驚male’オq其欲窒みられて野だζ1とを彼

みはやりこなしているず彼らの成功は離婚状況にあるも

っと多くの父親に1・独力頴統ど二もを監護する」，，う励ます

．だろう。♪5耳沌’1 （1二1コー ・1 ℃ご・ 二訟ぷ｝乙一1続・”

－rリンfil ♪1 べぎ1
1・ ’∫諏ヌ‘絞1二＝臣§くンニてξ＝・’ ∵こ1

　　注験　　う，冠…勤酪㍑t、」、、，レ

．、
語圏工業国 4（ケ国における父子家庭の生活を検討し

rてみる』とヌ既存のわずかな研究廷共通㊧テ尊ダ誤いくつ

．か浮び上らごζ ぎだ漬で、沫峨lr二’．舌蓉、1〆・卜猟蛍戴・た二訴二、、

’aン経済的な問題・・㌃で 譜 岸」 シll二謡ぶ1’

』て・・社会階層の違いは父親だちiの生活に大ぎな影響をお

　よぱしている。カテ ダとア1メ三リンカの中産階級に属すも

∴、1、のは経済的にう㌧ま『くやづて炉るなう尾に思われる’が7，←

・一 イギツスの例楚は大幅に福祉給付に依存1しズ輪るよ

頴ごれらの国殉のほとんiどでまだ二重基準が‘残i隻5て・い

　るみ計というのは∫卜母子家庭ほ公的扶助を受ける1ごとが

…できるが芦他方父子家庭は公的ね家族給付政策からは

峰ずされているのである5 その前提となりているのはト

　男は家の中にいるべきではない，≡男は外で働かなけれ

　ばならないのだという考えである5　　　・“捷．て

b甲 1子1ど1もの養育∫靖TC∫冶顎1》脇1：・レ尾、F＿
、 ∵“

．1父親た．ちは幼児の昼間保育から学校の放課後の世話

なにわたる子、ど，もの養育の手助け．をなかなか得にrくV・。ゴ

。中産階級の場合は財・い家政婦がなかなかみつ・ がら・な

，費’る霞の種の淋テビ不にかか：る経費は高価すぎる．こと

　がしばしばである。保育センターの開所時間は交替制

£歎務時間にぴうた・り合わない場合があるか 歎しれな

、 1いよミ（瓢れまで、の研究には養育援護者と輩ズの拡大家

1』1族の効用を調査Lしたものがなかりたぢ）1』磁、』三 1

ρ．・㌧社交生活㌧＝・ ∵、、

…・ 凱’…τll 11、’r』、こ一1、 』乙、

　－父親と家政婦の二重の役割二風機能を引き、う ける乏ヂ．

』たいていがバラ〉！．洛のどれた社交生活を抑制されるよ

　うである。，中産階級の父親は夜の外出Φ際罫 ビ操訊リ

　タ，を雇う、こ1とができ、る、だろうがも㍑』、ゼ，1マ憂 Uバ

姐．こ1親と家政．匹、』 』，二∫藩三駅く，∫1ll：』：：醍o｝、む 娼、メ

ベシほ＝とんどの父親に親および家政に触する∫備1えじがな

llll

いじ二必要最低限の家癖ですら最初は苦労重あ・り神秘で

・ ＞あるよ野菜を買うた り言、｛靴下をつ’廊ろ：らた搬皿を洗b

採たリボタン、をぬいつ砂た1り床を洗う3た（り恭il疏暁を整え

　たrりする・ことは，，．多Kの父親にと うて新たな発見恐あ

る。 『おそち’くは男の子も；：’伝統的に女の子だけに割り

．iあて、ら1れ・て・いたこれ、ら 日常の仕寮を担1え｛るよ1う に育て

ちれるべきな分である訓憬1、’冠．シ呂二（・r・「∫．r，F 、・

　．1子どもの養育について町えばi じ男性Kくも女性にも親

，・』となるための激育が必要なのであろ乃。♂それは父親を

　して箪常な子孝もの発達の奉本を学ば・しゅ尋：啄と牽う

う。 ・』．∵し1 1I」 ツじ』1ンこ』
1、が㍉一∫「！∫二

1⊆概亭こ 1ビ『

鳳1 人格上の諸問題』7無：さ 瞭一惰弓）『」督；．諭」、蝋

　． 父親たちほひ止1り梵子どもを養育するよう当ζなンると

ンン筑トレスをみせる‘そして汰格ゐ問題が前面に出1でく

』、1る 6 子ど，もの養育が多くの父親に危機をもた、らすiよ うr

l亡、であれば』謹危機介入，lcオisiSi麺ferve醐¢n”’の技術を

、、
入すべきだろ’う」 専門家は1｝単親になづ たばか！り・の

．1たぐさんの父子家庭を援助できる．だiみうぶ忌ン〆ノい、4

、壬3一江ミ冨高テ1≧の支援．でr ＼1か誓“訴y・．』ヒ撒流＼

　　ここにとりあげられた国々のなかにも，㌢》シマの

℃母ちにある父親がシ走ま畠テオの支援をほ一と・んど感じ

・ぎていない場合があるずたいて恥の：裂1ミ》温テボは1’母
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1川齊飽＝英籍圏諸困の父預福祉研究：

公テ家庭戦ま慣れて齢でも尋おそら1く廼漢抵ふえρ？多

、、 ！為蓼子寒庭の存在を知らな』’薄恥う6ξ二fl現9§埴頓；㌧

、1’や照9＄璽」q苅喚蜘箏；9鱒’llρ夢喫ラ刻声，蕪れら

』＝多≦璽衆親為う匹利用され蚤だろう。。独身¢）父親のデ

（；・｛煮糎顎マ叉釣レr塘む㌧潰駿唄坤吻1｝潤体

　に発展していくことも可能であろう・共同劉児保育の

：∵ 輝緯化痢 共同購み，∫多¢）廼久〉嘗：葦畠テテ尋を基躍煮し

1．た共同プ蝉紹r嚇場冬現妨巻嬢勇す蚤澤う・うを

1漱り、鯵1磁登力滴？・1強粉うちK支接麟，ロ，r庫

く援㊨うち辱建翠的存連動炉あ・りゼ、、ぞレ悉髪壱？遷動に，ヒ

　・南なた林孤立迄薄い尋蓼子家犀で僻な恥≧ヤ）う感構鴬

渕誘継1・」㌧、、．眠∫1、」1㌃ 款．1 つひr』ン∫玉。協

象研碑・・二嶺r．阿外’二、二㌃』1：万．藍さ．る1二・訳’1

．1，・ 崔璽蓼子塞庭呼闘す蚤知識をホ顧際牢萱れなタ：輝舞

う・尽をサ｝！rブ灼とニレ葱用』セ・なやずゆな調李セζ．依n・て奨）

．源う6ドつぎの分野り研穽鋳今壕：さらに鼻要で夢多。名登1

！恥衆子家犀に濁する社会階層り影響6ヒ』・ン・畏｝i、・1・1二．：

皐・ ．傘テ家庭聾対する享イ琢・人種暗な島び｝；宗教Φ影

　1瑠。二こ ト「二筑』・』ンFぐ1・V吾二・ンでr1、1 1，＝・

』夢．1．子ξもたちり年齢層、（就学前鴇1学瞬児f　i居春期）、

　　による父子家璋ilり相海欝、小ン∫ 1な｝：ヌ∵ ほ

　4、父子家庭のカテゴリー（離別，死別，別居）の比

　　較研究。

　5。父子家庭に対する不在の母親の影響。母親は“不

　　在の配偶者abse耽spouse”もしくはく監週末の母

　　week・end　mothers”としてどのように父子家庭に

　　かかわっているのか。

　6．統計学的研究。われわれは，裁判や遺棄の結果，

　　父子家庭が現実に増加しつつあるのかどうか知る必

　　要がある。

　　　もし本当にそういう傾向があるなら，その原因は

　何か。また社会はこれにまきこまれる子どもたちの

　　ダメージを軽くするために，いかなる方法をもって

　　この寧態に対処すべきか。もしこの研究によって援

　助機関の側の心構えが示唆されたなら，父子家庭の

　初期の段階に合わせた，実際的で受けいれやすくか

　つ利用しやすいブログラムを開始しなくてはならな

　いのである。
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1～Workジ21 〈Ju算y1 、1976）；308－312・ ＝｛　』　　＝・二 1〔う』　｛＝、

MENp鴎5・Helen．《二．＝築S諏g1亀Fathes，，～、Fa血ily：1i▽1二、

　C・ordinat・r，25（Oct・b鳶rlご1976）1丸439←444ま・、”掌：斌 ｝

ORTHNER∫De口煽si驚i ノβt　aL…響Sin窪1e養Paど6nt　rl、t

　』章atherhQod’：’AロEm鮮醤ing‘Family・コしifO卜Stフ1e5？二、

（・Fa魚ilyξCoσrdi口tφオじ：25コ（Octobef）1976）1429437，ント

SCHL環INGER，IBeれj裂喚玉ぬ毎nd　lTQPRESゴトR切bi【i．』、

、！ ‘Mo悔erless　Eamilies・＝こAロ江職cr6as互b鍾Sb6ial＼「ご13

公Patternノさて Chヌld舌We夏乏ar◎，』β5てSe口te㎞be士峡Oct6beオ

ヒ1976），、553←558．長ヒ，ti、、1之1∵ こ ン食・r ＝〉 鎧
・1澱～・『！1

　、：ジ 鴇ニン皮1短ト弾さ」玉《 1最1 ごジ11r　lヒニ ”1 ：1』』・、｝

・4豪茜；や二範 、Fこ嬉ン・軒、σe・、』い・．フ
！・

吃シ述

．読以上駅出！じた2ビうの論稿に1ようて英語圏の父子福祉研

究はほぼ概観された。しかし両者の論調にははっきりと

した隔たりがみられた。明るいルイスの論稿は人問解放

運動の一環としての男性解放運動が基調にある分析であ

り，いわゆる「福祉」色がほとんど認められなかった。

彼は「福祉問題」とし《父子家庭の増加という現象をと

らえるというよりむしろ，そこに人間文化の変革の一形

態をみ，そのような視座から現代アメリカ家族の変動を

・積極的に理解していたように思われた。

　他方明暗おりまぜたシゴレジソガーの論稿は各国の父

子家庭の「生活問題」に焦点が絞られており，当然なが

らこの「問題」に対する「対策」も視座のうちに含まれ

ていた。この意味で本稿はまさしく父子「福祉」研究概

観と称することができる。

　わたしたちは「福祉」陣営に所属するものとしてはじ

めはシュレジソガーの訳稿を紹介するにとどめようかと

も考えた。わたしたちの眼もわが国の父子「福祉」の進

展に向けられていたからである。わが国でも1981年度に

所得税の「寡夫控除」制度が発足し，つづいて厚生省は

1982年度に「父子家庭介護人派遣事業」を開始すべく予

算概算要求をしており，ようやく父子家庭が「福祉」施

策の対象として市民権をえた感がある。ここまで癖態が

進行すれば，これら国政レベルの施策ならびにこれに先

だつ自治体や民間団体の取り組みの「効果測定」を含む
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「全国父子家庭実態調査』・が実施される・日’も間近炉・屡う

栂思わ初る轡全国調査は国1』 地方自潜体戸民間団捧の施

策上の資任分担の不明確ざを脱する端緒どなるだろう。

ぞして．ζの段階に入れ鶴・二各地域でサシブルを限定じて

包括的かつ緻密な生活実態調査が実施ざ削るに到るだろ

うち1 むろん場合によ6てはごめ種の鯛査が全国調査に先

行膨る1こ匙’もあろう・が，．』わが国ではぽだそ⑳まjlな例は

みあたらない。ともかくこのような研究が各地で生まれ

て嬉旦凌子きめ細かな施策が実現されうと思おれるも5わ

たしたちはシ昌レジンガ』の紹介1じた各研究が惹⑳之ベ

ルに相当康る沌の、と理解し1階今後のわが国の研究に多大

の示唆を与え，6だろ、う毫考えた泌）ヌ㍉ど澄乙．ご慧三．1

　しかし父子家庭の存在を．F福祉」，問題とじてと らえ1る

だけ将は不十分であろうる そのよ〔うにみただげで昏ま暗い

不健全なイメ1冒ジのなかに父子家庭、をお督費めズ1しまう

こ．どになるよ、市福祉施策」の充実博よづi甲ζ父子家庭の生

活の不衡さが減ぜられるこ・とは弘ちろんである澄ではあ

るがジ親在の父子による県体飽な蛋活努ヵぞのものが父

子家庭を明るくしてゆくのであり， 当瑛者に1とづに は最

も快適な生活条件と感じられる場合も多いことを否定す
るのは問違いであろう．そうであ練蕨蕊もは幡

祉施策ユ の進展を促すと同時に1丁みじめな父子家庭ユ1像

一．

りーIF㌧『 ∫ヒーこ1 ゴ’1ご1
、

1畠（づ、．．鴇」一『、』
い，戸 一．『」

’』M、、㌔ト ・r　v F、

　i、　　・＼　
ヤ．

1・1＼＼　r

。．、
、” 1

㌧・

・』kこ

㌔、一 笛　．

』㌧㌧ ．二、

、 　「

〆㎏、・

叉ぐt『

　　　　蟹　』1

」績一　｝L・K　　lぜ、、

　　　　　　　ト＼
　　　　　　　　 　”

、　〆

＾
－一ヤ甲、　　　」；』㌧r、

，1「C
』一∫

㌦．“一一　』－『バ C

、ノ　』・曳　 　　　　　戸～「』

▽P「）　　　”、

　　 ＼㌘一　，

　二i、r

、し　4

　： ・　　　　　　〈』　 、 　　　　』 、■丁 1

■、　い

　　く 〉　　　　・、　『＼二　　＼1

レ』 ＝乏一拭、1

、rざ凹く糞’∫『

を打ちこわす努力をしてゆ・く・ぺきである♂そめ1よづな父

子家庭めイ演」ジを払拭するごと1ほすなわち健全壕生活

単位とし迄父子家庭を受げいれぢ初るまち忙社会を変革

する1ごとであ葛。護、“がえれぱ♪わたしだもめ支化あな

参匠独自壕生活丈化め創造体と’じで父子家庭を刻印する

ことである。r：ンll∴rCマ』〕ーミ』1「ごi r・＝・〆＝ ・1’煮二1

』わ参自セそめホうな仕事を し七いる初乞しで科牽詐論

家ゐ鍍目恭夫斑1て著魯に・『安に育児はまかせられな6』

があ る〉こをおげること旗でぎる♂彼ゐ父亭家庭体験報告

はそれ 自体強力な社会的啓蒙力をもち七お励ン大部分の

男性1ことぢて未肉柘め領域ゐなか比新し富発見演ちぢぱ

められている。わたしたちはルイスの関わる勇性解放運

動の実態をまだよく知ら ないでいるけれともジわ恭国の

15倍近ぐめ父亭家庭を抱えたフLメリ男に生れ売蓮動であ

疹七み膨ぼ這ゐよちな父子家庭め体験ゐ集積乏無薗傑で

はない乏憲うぎ披め研究身線こ1奴子家庭への期待感が

にじみ出ており，・香定的な評価はみむ箆もみちれなぷ。

わたンしたちは父子家庭の生活そあ‘もあめな：が匠積極的な

文化的意味を認めようとするルイスの論稿を貴重』と考

えい先k述べた：見地がちヅ密レジソガ轟あL 「福祉』・挽点

を補足するものとして小論に加え寿ま崖yし戊さ1・二一

　　　　　　　　，1 ～ 弓・・曳 ・二『 ヤい墨』1』1以
．“

，ド．、L＼ 　　、r 民綬一沸忌「》欝諏、．、

i 、ソ、．、

　　∵』父’k
三1＝～＝Lフ、1・lo∫、d）【r・｝・〉1”マ1
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